
部活動をとおして見つけた将来の夢

先生に聞く

高
校
生
活
の
な
か
で
得
た
経
験
も
、
進
路
選
択
に
役
立
つ
。
自
分
の
適
性
を
判
断
す
る
際
の

材
料
に
な
る
か
ら
だ
。「
部
活
動
で
の
経
験
は
、
進
路
選
択
に
も
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
群
馬
県
立
中な

か

之の

条じ
ょ
う

高
校
※
の
山
口
愉
隆
先
生
。
今
回
は
山
口
先
生
が
顧
問
を

務
め
る
動
物
科
学
研
究
部
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

　

動
物
科
学
研
究
部
で
は
、
動
物
に
興
味
を
持

つ
生
徒
た
ち
が
放
課
後
や
休
日
を
利
用
し
、
毎

日
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
に
行
っ
て

い
る
の
は
、
乳
牛
の
改
良
や
和
牛
飼
育
で
す
。

　

平
成
29
年
（
２
０
１
７
）
12
月
6
日
、
本
校

の
農
場
で
平
成
29
年
度
後
期
牛
群
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
牛
群
審
査
は
、
日
本
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
協
会
の
審
査
員
が
酪
農
家
を
巡
回
し
、

審
査
基
準
（
乳
房
や
体
格
）
に
則
り
、
得
点
化

（
１
０
０
点
満
点
）
す
る
審
査
で
す
。
今
回
の

審
査
で
11
頭
の
乳
牛
を
審
査
し
て
も
ら
っ
た
結

果
、
ボ
ル
ト
号
が
90
点
（
エ
ク
セ
レ
ン
ト
）
を

獲
得
で
き
ま
し
た
。
乳
牛
全
体
と
な
る
と
エ
ク

セ
レ
ン
ト
の
割
合
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
り
、
奇

跡
の
牛
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
本
校
は
こ
れ

ま
で
に
4
頭
の
エ
ク
セ
レ
ン
ト
牛
が
誕
生
し
て

い
ま
す
が
、
現
存
す
る
の
は
ボ
ル
ト
号
の
み
で

す
。
こ
の
結
果
は
部
員
に
と
っ
て
大
き
な
励
み

と
な
り
ま
し
た
。

　

動
物
科
学
研
究
部
で
の
経
験
は
、
進
路
選
択

に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
部
員
た
ち
か
ら
は「
酪

農
後
継
者
と
し
て
、
部
活
動
で
酪
農
に
関
す
る

知
識
や
技
術
を
高
め
、
酪
農
業
を
継
ぐ
と
い
う

考
え
が
固
ま
っ
た
」「
地
域
の
酪
農
家
と
接
し

た
こ
と
に
よ
り
、
酪
農
業
へ
の
興
味
・
関
心
が

高
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
将
来
、
地
域
で
活
躍
し

た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
専
門
的
な

活
動
（
乗
馬
や
ト
リ
ミ
ン
グ
な
ど
）
を
と
お
し

て
、
よ
り
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
高
め
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
聞
か

れ
ま
す
。

　

酪
農
や
動
物
に
関
す
る
進
路
を
選
ぶ
ケ
ー
ス

が
多
い
で
す
が
、
な
か
に
は
「
ふ
れ
あ
い
動
物

園
な
ど
の
活
動
で
多
く
の
人
と
接
し
た
こ
と

で
、
人
と
か
か
わ
る
職
業
に
就
き
た
い
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
部
員
も
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
経
験
を
す
る
こ
と
で
、
進
路
の
選
択

肢
は
広
げ
ら
れ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
平
成
29

年
度
の
卒
業
生（
7
名
）は
、
全
員
が
進
学
を
選

択
。
大
学
（
畜
産
学
部
、
循
環
農
学
類
）、
短

期
大
学
（
栄
養
専
攻
）、
農
林
大
学
校
、
専
門

学
校
（
動
物
看
護
コ
ー
ス
、
歯
科
衛
生
士
学
科
、

ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
コ
ー
ス
）
に
進
み
ま
し
た
。

経
験
を
活
か
し
た
進
路
選
択

進
対
路

3
策

動
物
科
学
研
究
部
と
は

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
、

進
路
選
択
の
ヒ
ン
ト
に

美野原農場で毎日活動して牛が大好きになり、
進路のことを深く考えるようになりました

部活では、乳牛をはじめとする動物たちの飼育管理や、
牛をきれいに洗ったり、調教したりしました。また、毎
日のように美野原農場（学校の実験実習地）で活動し
て牛とかかわったことで、担当する牛との信頼関係を
築いてきました。その努力もあり、群馬県の共進会で
第1部の1位を獲得できました。
これらの活動をとおして、牛に強く興味を持ち、大学
で牛の繁殖や育種について学び、乳牛の改良につい
て深く追求したいと思いました。また、大学卒業後は、
酪農後継者を育成する農業系高校の先生になり、多
くの生徒たちに酪農の魅力を伝えていきたいです。

生物生産科（平成29年度卒業）　中島 桃花さん

※
群
馬
県
立
中
之
条
高
校
…
吾
妻（
あ
が
つ
ま
）高
校
と
統
合
さ
れ
、平
成
30
年
度
よ
り「
吾
妻
中
央
高
校
」と
な
る

29

よい牛を育てるため、毎日の手入れは欠かせません


